
MRSA 検出患者の割合 

 

感染防止対策実務小委員会（ICT）では、院内耐性菌検出状況の把握と抗菌薬適正使用の観点

から細菌感染兆候のある症例には積極的に細菌培養検査を提出するよう指導している。更に、保菌

状態であっても感染症発症のリスクが高い症例が入院する ICU、HCU、NICU では、入室時 MRSA

スクリーニング検査を実施している。それに伴い、2010 年度以降、培養検体数は年々増加（2023 年

度は 50,000件/年超）傾向にある。一方、総検体数に占める MRSAの検出率は 1.0%前後でほぼ横

ばいで推移している。引き続き ICT では検出率の変動を監視することで、アウトブレイクを迅速に察

知し、感染症診断・治療と具体的な感染対策に関する介入を強化するよう努めている。 

＊総検体数は、各年度内に微生物検査室に提出された細菌培養検体数（スクリーニング検査も含む）の

総数である。MRSA検出患者数は、過去 3 ヶ月以内に MRSAの検出歴がなく、新たに MRSAが検出

された患者（検体の重複は１とカウントし、持込・院内発生、感染症・保菌などは加味せず）数とする。

MRSA検出率は、（MRSA検出患者数／総検体数）×100（％）で求めている。 

 

データ提供：医療の質・安全対策部 感染対策室 
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